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評価日 平成28年3月8日 評価日 平成28年3月11日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

学ぼうとする力

心が動く遊びや感動体験に
よる保育，主体的に遊びを
創る保育や遊び込める環境
構成

幼稚園が好きだ Ａ評価約９８％
Ｂ評価約２％

自己調整力・自
己抑制力

トラブルや困りの場面で
の徹底的な話し合い，両
者が納得できる解決策

友達に思いを伝えた
り，相手の思いを聞こう
としたりする

Ａ評価約６１％
Ｂ評価約３７％
Ｃ評価約２％ ⇒ ⇒

問題解決力 一人一人の実態や課題
を明確にした登降園時の
連絡，連携

一人一人の子どもに指
導や援助をし相談に対
応した

Ａ評価８３％
Ｂ評価１７％

心豊かな感情体
験・情感

昨年度の絵本貸出方法
を変更。空想やお話のイ
メージを取り入れた保育
構築

絵本への興味が高まっ
た

Ａ評価５９％Ｂ評価３
７％
Ｃ評価２％Ｄ評価２％

人とのかかわり 異年齢とのかかわりの活発
化のための年長児年少児
のペアをつくりとかかわる機
会つくり

幼稚園兄弟とかかわる
ことを楽しんだ

Ａ評価６６％
Ｂ評価３２％
Ｃ評価２％ ⇒ ⇒

体力向上 お話のイメージから運動
遊びへの興味づけ，挑
戦できる遊具などの環境
構成

体を動かして遊ぶこと
を楽しんだ

Ａ評価７３％
Ｂ評価２７％

基本的生活習慣
の確立

個別の実態把握，生活
習慣の確立に向けた家
庭との連携

持ち物の始末や着替え
を丁寧に最後までやり
きる

Ａ評価２９％
Ｂ評価６１％
Ｃ評価８％Ｄ評価２％ ⇒ ⇒

読書の取組につい
ての家庭との連携

幼稚園便りや壁面飾りな
どの利用，保護者への
発信

親子読書ノートの取組を
通して親の絵本への関心
が高まった

Ａ評価３３％
Ｂ評価６０％
Ｃ評価５％Ｄ評価２％

小学校，中学校，
地域との連携

２小学校との交流活動の
増加，地域の環境を活
用した園外保育の実施

小・中学校，家庭，地域
とのつながりを大事に
した

Ａ評価７８％
Ｂ評価２２％ ⇒ ⇒

教育方針の発信 ホームページの更新を増
加，降園前の連絡や幼
稚園便りを活用

教育方針や子どもの活
動の様子が伝わった

Ａ評価６４％
Ｂ評価３４％
Ｃ評価２％

４

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　京都市立深草幼稚園　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・一年を通して遊びや生活を
楽しめた結果，幼稚園が好き
というＡ評価につながったと思
われる。・友達とのかかわりは
前期よりよい評価である生活
や取組の中で子どもの成長が
見られる成果であろう。・今後
も一人一人の課題を把握し，
保護者と連携しながら援助し
ていきたい。

・感動体験や遊び込める
保育環境の工夫や構成。・
自分の思いや考えを表現
できる場や話し合いの機
会をする保育の構築。・一
人一人の課題に応じた援
助や家庭との連携

・公立幼稚園の教育の
良さが子どもたちを見て
いてよくわかる。やらされ
るのでなく，主体的に遊
ぶことが本当に大事であ
る。

・公立幼稚園の教育や
地域に根ざした幼稚園で
あることを発信。

2

豊
か
な
心

・絵本を保育に大いに取り
入れたことによる効果が大
きい。イメージを膨らませ
てごっこ遊びや運動遊びな
ど主体的に遊ぶことができ
ていた。・異年齢とのかか
わりでは面倒をみる側とし
ての視点で評価に差が見
られた。かかわることの意
義は大きいと感じている

・心情を育むための絵本
や学ぶ意欲向上のための
絵本など保育の中での効
果的な教材の取り入れ
方。・意図的にかかわれる
場の設定による思いの通
い合いの機会の誘導。

・預かり保育時に絵本や
紙芝居の読み聞かせを
しているが，よく聞いて楽
しむようになってきた。お
話が好きになったよう
だ。・生活発表会の時，
幼稚園兄弟で入場し，歌
を歌ったのを見て，子ど
もたちのつながりを感じ
た。

・絵本や紙芝居の預かり
保育での読み聞かせの
継続

3

健
や
か
な
体

・イメージをもつことで体を
動かす意欲につながること
を実感した。・個人差があ
るものの，前期と比較すれ
ばよい方向が見られる。

・子どもの興味や関心が高
まるような保育の構築。・
園内だけでなく，個別に家
庭との連携した基本的生
活習慣の確立

・小学校へ入学しても基
本的生活習慣は大事な
ことである。小学校でも
落し物が置いてあっても
探そうとしない様子が見
られる。難しい問題であ
る。

・基本的生活習慣の確
立に向けて家庭との連
携

・親子読書については各家
庭での思いや捉えがある
ことがわかった。それぞれ
の思いを受け止めていき
たい。・交流活動での成果
を子どもの姿から感じた。・
教育方針の発信にむけて
今後も努力していきたい。

親子読書の意義を発信と
各家庭の状況の把握。・校
種間連携や地域，家庭と
の連携の充実と強化。・園
教育の発信の工夫と充
実。

・ホームページで幼稚園
での子どもの様子がよく
わかり，帰宅後のお父さ
んや祖父母などにも発信
の効果がある。・次年度
の園児数のためにも未
就園児の頃から幼稚園
に来てもらえるようにしな
ければならないことを実
感している。

・読みやすく，インパクト
があるよう幼治安やＰＴＡ
からの地域への手紙の
内容の工夫

　総括・次年度の課題
・1年の取組を通して，保護者や学校運営協議会の方と子どもの成長を共有できた。次年度は改善すべきところを改善し，さらに保育充実を図っていきたい。
・保育に絵本を大事に取り入れたことにより，こどもの絵本への関心が高まり，遊びを楽しめた。さらにコミュニケーション力にもつながっていけるよう次年度も様々な工夫をしていきたい。
・幼稚園兄弟の取組で異年齢とのかかわりにより豊かな心につながった。幼稚園での人とかかわる経験の成果ととらえるとともに，意義の確認となった。
・生活習慣の確立に向けては幼稚園だけでなく，家庭との連携が必須である。個々にかかわりながら確立に向けて援助をしていきたい。
・地域とのつながりにより，子どもたちが安心して通園し，豊かな経験ができた。それにより公立幼稚園の教育の充実につながっている。園児数増加に向けて地域への発信をしていきたい。

4

独
自
の
取
組


